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研究成果の概要（和文）：異文化間教育研究において、我々はともすれば調査対象者にあらかじ

め「異」を設定し、調査プロセスはその「異」を確認、回収するプロセスだと見なしがちであ

る。しかし、インタビューという手法においては、インタビュアとインタビュイの間に相互性

が構築されていくプロセスが確認できた。その結果、あらかじめ想定した「異」が変容したり、

全く異なる容貌をみせることがあり、再解釈を迫られたり、調査の前提を再考する必要に迫ら

れることもある。こうしたインタビュープロセスは、アクティブ・インタビューとも言われ、

異文化間教育研究に新たな視点を導入するものである。 
 
研究成果の概要（英文）：In the field of intercultural education research, it is often 
assumed that a role of researchers is to identify differences in research subjects and that 
investigation consists of recognition and collection of such differences. However, in a 
study of construction processes during interviews, it can be observed that reciprocity is 
established between interviewer and interviewee by the construction of mutuality. 
Through this construction an assumed difference may be modified and/or may be 
totally separated as a single feature. Researchers may, therefore, need to reinterpret or 
reconsider the premise on which the research is based. Such an occurrence during an 
interview is named the active interview, and introduces a new aspect to the field of 
intercultural education research. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究には、これに先立つ２つの共同研究

からの流れがある。平成 13年度から 15年度

までおこなった「1970 年代以降の在日韓国･

朝鮮人教育研究と実践の体系的研究」（研究

代表者中島智子、課題番号 13610328 ）にお

いて、在日朝鮮人教育が在日朝鮮人生徒だけ

でなく日本人生徒にも意義のある教育と言

われながら、実際には実践記録に日本人生徒

がほとんど登場しないことが明らかになり、

そこから次の「多文化教育における『日本人

性』の実証的研究」（平成 16～18 年、研究代

表者野入直美、課題番号 16530333 ）へと展

開した。在日朝鮮人教育も日本における多文

化教育の一つの実践形態であると考えた場

合、そこにおいて日本人生徒はどのような学

びを経験しているのか、そこから「日本人性」

研究のアプローチを探ろうというのが目的

であった。 

 後者の研究において、「日本人性」の解明

のためと実施した高校の卒業生に対するイ

ンタビュー調査において、当初は朝鮮文化研

究会活動に携わった日本人だけを取り出し

てインタビューを開始したところ、その方法

の間違いにすぐに気づかされた。日本人（元）

生徒だけにインタビューをしてその経験を

聞き出そうとしたが、当然のことながら、日

本人（元）生徒は在日朝鮮人生徒やその他の

さまざまな人たちとの関係性の中で学んで

いた。早い話が、語られた一つのエピソード

においてすら、何人もの生徒たちや先生、そ

の他の人びとが登場し、重要なキーパーソン

になっていた。インタビュー対象者の経験を

解釈しようとするだけでも、その場を共有し

た人びとの経験と合わせなければ、エピソー

ド一つの理解もおぼつかないことが判明し

たのである。われわれが無意識のうちに、「日

本人」とそれ以外を分けるという「異」の機

械的線引きをしていたことが、反省された。 

 こうして、インタビュー調査は芋づる式に

関係した（元）生徒たちへと広がり、学年を

越え、もちろん国籍やエスニシティは多様に

わたることになった。この調査結果の一部を

学会で発表したところ（中島智子・野入直美

「高校の朝文研活動にみる日本人/外国人生

徒の関係性と学び」異文化間教育学会第 27

回大会、2006 年 6月 3日、関西大学高槻キャ

ンパス）、調査プロセスを開示したインタビ

ュー調査のメタ的な報告部分に、関心を寄せ

る参加者たちがいた。そこで、インタビュー

調査という方法に焦点づけた共同研究を行

おうと、その人たちに声をかけて出発したの

が、本研究であった。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、異文化間教育研究におい
て、「異」が立ち上がり、被調査者との相互
行為を経て揺れ動いていく、動的な＜「異」
の成り立ち＞のプロセスとして、インタビュ
ー調査を分析の俎上に載せることである。調
査者を透明な位置に立たせず、インタビュー
の相互性構築過程をあきらかにするような
作品化を試みた。また、調査倫理の問題につ
いても明らかにし、解決法を提案するもので
ある。 
 
３．研究の方法 

初年度は、まずインタビュー手法の相互性

と作品化プロセスに関する理論的実践的課

題を先行研究から学ぶために、この分野の第

一人者である桜井厚氏をゲスト講師に招い

て勉強会を行った。それを踏まえて、メンバ

ーは各自、すでに行ったインタービューデー

タの読み直しをしたり、再インタビューを行

い、インタビュー手法に自覚的な分析方法や

作品化のプロセスについて検討した。アクテ

ィブ・インタビューを新に始めたメンバーも

いた。その際、各自が自分のデータを分析し

た結果だけを報告しあうのではなく、研究会

でデータを共有し、共同で読み取り検討する

手法をとった。 

 その結果、調査データの分析や作品化プロ

セスを共同化することによって、気づかなか

った読み取りや分析視点を得ることができ

た。また、それをもとに再インタビューする

ことの有益性が確認された場合もあった。特

に、調査者と被調査者との関係は、インタビ

ューのやりとりを第三者が読み込むと調査

者自身の認識とは異なる指摘がなされ、それ

を受けて調査者が再読み込みをしたり再イ



ンタビューすることで、それまで見えなかっ

た意味を読み取れるようになることがある。

このプロセスを経ることによって調査対象

者との関係が変化し、より深いインタビュー

が可能になったケースがあった。 

 また、調査フィールドとの関係でトラブル

に巻き込まれたケースや、調査フィールドで

の人間関係で悩むというケースが生じ、フィ

ールドとの関係や研究者の倫理について実

践的な研究を行うことができた。  

 なお、調査データをどのように切り取り提

示するかという点については、鯨岡駿(2005)

『エピソード記述入門－実践と質的研究の

ために－』（東京大学出版会）を参考に、エ

ピソード記述法の有効性についても検証し

た。 
 
４．研究成果 
 研究成果としては、それぞれの作品化を通
して次のような結果を得、それを報告書にま
とめた。 
 倉石は、「『接触』からアクティヴな他者と

の『出会い』へ：異文化間教育研究における

インタビュー認識の転回」と題して、本研究

の理論的な位置づけをおこなった。異文化間

教育研究の中で行った「日本人性」研究を例

に、自然科学パラダイムから人文科学パラダ

イムへの転回の出発点にインタビューが位

置づくことが明らかにされた。 

 野入論文「継続し変容する「多文化共生」

の学びの意味：全国在日外国人生徒交流会Ｏ

Ｂ追跡調査」は、最初の調査から数年経た後

でおこなわれた追跡調査をもとに作品化し、

「語りにおける過渡期性」について論じた。

そこでは、「異」を生きる、「異」と格闘しな

がら、「異」を戦略的に使っても行く、まな

ざされる「異」を批判的に読み取りながら、

自分との葛藤や取り込みを通して学んでい

く姿が、追跡調査によってよりダイナミック

にあらわされた。 

 渋谷論文「データ分析から作品化へ：モデ

ル・ストーリーをめぐって」は、海外で育つ

国際結婚家庭の子どもの日本語学習につい

てのモデルストーリーをとりあげ、その功罪

を分析した。モデルストーリーは、「異」を

固定化してしまう面も持つが、その前にどの

ようなモデルストーリーが誰に必要とされ

るのかの認識は欠かせないこと、また、モデ

ルストーリーは、それを必要とするコミュニ

ティの中で創られると同時に、研究者もその

創造と伝達に大きな役割を果たすことに注

目し、その過程を再帰的に分析した。 

 中谷論文「多言語インタビューの分析に関

する考察：グラウンデッド・セオリー・アプ

ローチでの限界」は、多言語インタビューと

いう方法上の特徴とインタビュー内容の分

析との関係を扱った。インタビュアとインタ

ビュイの母語が異なる場合、インタビューで

使用される言語が複数にわたることはしば

しばあるが、言語使用の影響を無視して語ら

れた内容だけを読み取っていいものかとい

う問題意識を背景に、すでに作品化したイン

タビューを再読み込みをした。その結果、イ

ンタビューの場面と使用言語（の変化）、語

られた内容がいかに相互に関係しているか

が明らかにされ、インタビュアもアクティブ

な位置取りをしていることがわかった。 

 中島論文「在日朝鮮人教育研究とインタビ

ュー法」は、同じ世代、同様な経歴に見える

二人の教師が、同時期に赴任した在日朝鮮人

多数在籍校で受けた第一印象やインタビュ

ーでの語り方の違いに注目して、ライフスト

ーリーを含めたインタビュー調査によって

在日朝鮮人教育研究がより豊かになること

をあきらかにした。これまで在日朝鮮人教育

は、教師による実践記録や実践経験を本にま

とめたものなどが主要な情報源となってき

た。その成果は大きいが、一方でそれだけで

は読み手が単に情報の受け手となり、在日朝

鮮人教育の世界というある種「異」を固定し

た印象を受け取ってしまうこともある。イン

タビューという手法も合わせることの意義

が提案された。 

 矢野論文「ライフストーリー・インタビュ

ー作品化の協働は可能か：在日朝鮮人教育に

向かう『バネ』の解明」は、同じく在日朝鮮

人教育にかかわってきた教師のインタビュ

ーであるが、先のがすでに行っていたインタ

ビューデータの再読み込みを作品化したも

のであるのに対して、こちらはこの共同研究

のスタートを契機におこなわれたものであ

る。もともとぜひインタビューしたいという

思いを持っていた相手に対して、依頼をかけ、

何度にもわたるインタビューをおこない、そ

の間の両者の経緯もまじえて、作品化を協働

しておこなっている。まさに「アクティブ」

なプロセスそのものが活かされた。 

 藤田論文「音声・映像機器による記録の倫

理」は、インタビュー調査に欠かせない音

声・映像機器の持ち込みやその利用について、

調査倫理の問題ともからめて論じた。調査倫

理の問題は、海外では具体的な方策も採られ

ているが、日本においてはまだ一般論として

認識されているか、研究者の自覚レベルにと

どまっているきらいがある。藤田論文では、

先行研究を整理して提供するとともに、自身



が経験した調査現場でのトラブルを事例的

に検証した。 
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